
4　たし算とひき算の筆算 　　がつ　　にち なまえ

こたえ 筆算に書いて計算 基礎⑤
き そ

1 筆算に書いて計算しましょう。

(1) 144＋289

＋

441

982

334

(2) 828＋839

＋

828

938

7661

(3) 570＋202

＋

075

202

277

(4) 806＋727

＋

608

727

3351

(5) 684＋784

＋

486

487

8641

(6) 669＋201

＋

966

102

078

(7) 631−526

−

136

625

501

(8) 604−394

−

406

493

012

(9) 509−424

−

905

424

58

(10) 315−136

−

513

631

971

(11) 239−120

−

932

021

911

(12) 334−306

−

433

603

82

おうちの方へ

位をたてにそろえて書くことが、いちばん大切です。

ひき算はたし算で答えをたしかめましょう。
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